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ICRP Publication 68 ‘Dose Coefficients for Intakes of Radionuclides by Workers’ 

（ICRP Publ.68 作業者による放射性核種の摂取についての線量係数） 

正誤表 

（対象：初版第１刷，2 刷） 

翻訳版 

ページ 

箇所 

（項目／図表番号） 
誤 正 

80 
表 F.1 

元素 ポロニウムの 

2 行目 

酸化物、水酸化物および硝酸塩

（タイプ）  F 
酸化物、水酸化物および硝酸塩

（タイプ）  M 

（2016 年 9 月作成） 
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